
■
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

　

生
産
緑
地
法
の
一
部
が 

改
正
さ

れ
、
従
来
５
０
０
㎡
以
上
と
さ
れ
て

い
た
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
を

市
の
条
例
で
緩
和
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
に
基
づ
き
、「
泉
大

津
市
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
生
産

緑
地
地
区
の
下
限
面
積
を
３
０
０
㎡

に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
対
象
外
で
あ
っ
た
農
地

も
、
他
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

生
産
緑
地
地
区
の
申
請
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。指
定
を
希
望
す
る
場
合

は
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
６
月
28
日
㈮
ま
で　

※
７
月
１
日
㈪
以
降
の
受
付
分
は
来

年
度
決
定
と
な
り
ま
す
。

■
特
定
生
産
緑
地
制
度
に
つ
い
て

　

指
定
後
30
年
を
迎
え
る
生
産
緑

地
は
、
所
有
者
な
ど
の
意
向
を
踏
ま

え
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。特
定

生
産
緑
地
が
指
定
さ
れ
る
と
、
買
取

申
出
が
可
能
に
な
る
時
期
が
10
年
間

延
期
さ
れ
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
固
定
資
産
税
は

引
き
続
き
農
地
課
税
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
4
年
に
指
定
を
受
け
た
生
産

緑
地
地
区
は
、
２
０
２
２
年
に
指
定

後
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
生
産
緑
地

の
所
有
者
に
順
次
、
制
度
案
内
お
よ

び
同
意
書
な
ど
を
発
送
し
ま
す
の

で
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合　
地
域
経
済
課（
市
役
所
4
階
）

　

戎
・
条
東
・
旭
小
学
校
の
図
書
室

を
、
そ
れ
ぞ
れ
左
記
の
と
お
り
土
曜

日
に
開
放
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
興
味
の
あ

る
人
は
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
3
階
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
自
動
車

安
全
運
転
と
事
故
防
止
の
運
転
者
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
講
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
、
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所

４
月
22
日
㈪　
上
條
小
学
校

４
月
23
日
㈫　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

４
月
24
日
㈬　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪　

４
月
25
日
㈭　
南
公
民
館

※
午
後
7
時
開
始
（
受
付
午
後
6
時

30
分
〜
）、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合　
土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番

窓
口
）

　

市
民
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
自
由
に
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題

で
情
報
を
交
換
す
る
場
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
市
民
活
動
団

体
の
練
習
・
発
表
の
場
に
つ
い
て
」

で
す
。

日
時　
4
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
〜

４
時

場
所　
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
）

定
員　
先
着
20
人

申
込
・
問
合　
お
づ
ぷ
ら
ざ（
☎
24
・

９
０
１
６
）

■
１
か
月
１
万
６
４
１
０
円
に

　

平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

（
定
額
）
は
１
か
月
１
万
６
４
１
０
円

に
な
り
ま
す
。納
付
に
は
前
納
に
よ

る
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
人
へ

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
収
入
の
減
少
な
ど
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
、
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
）
制
度
を
利
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。申
請
期
間
は
、
申
請
時

点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

■
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
特
例
免
除

　

失
業
や
災
害
な
ど
を
理
由
と
し
た

免
除
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
に
な
る
特
例
免

除
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類

　

年
金
手
帳
ま
た
は
身
分
確
認
で
き

る
も
の
・
認
め
印
・
失
業
し
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の

写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・

離
職
票
な
ど
）、
学
生
納
付
特
例
申

請
の
場
合
は
、
学
生
で
あ
っ
た
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の

注
意
事
項

▽
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
が
い
年
金

な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
特

例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得

が
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。前
年

所
得
が
免
除
の
所
得
基
準
を
超
え

て
い
る
場
合
や
前
年
所
得
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
が
却
下

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
納
付
猶
予
は
配
偶
者
、
全
額
免
除

と
一
部
免
除
は
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行

い
ま
す
。

■
追
納
制
度
に
つ
い
て

　

免
除
承
認
期
間
は
、
保
険
料
を
定

額
納
付
し
た
と
き
と
比
べ
て
、
将
来

受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

免
除
を
受
け
て
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
承
認
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

の
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
合　
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９

０
０
）、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
1
階

6
番
窓
口
）

生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る

お
知
ら
せ

開催日時
毎週土曜日
午前９時～正午
毎月第２土曜日
午前９時～ 11時 30分
毎月第２土曜日
午前９時～ 11時 30分

特　徴
本だけでなく工作なども
充実しています
大人向けの本も置いてい
ます
楽しいイベントを多数実
施しています

りぶれ EBISU

ミント条東

ブックランド・
あさひ

場　所

戎小学校

条東小学校

旭小学校

市
立
小
学
校
図
書
室

開
放
に
つ
い
て

春
の
運
転
者
講
習
会
の
開
催

ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議
を

開
催
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る

お
知
ら
せ

情
報
か
わ
ら
版
STUD

Y!
NEW

S!

EVEN
T!

INFO
RMA

TION
!

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STUD
Y!
NEW

S!

EVEN
T!

INFO
RMA

TION
!

窓
口
相
談
業
務
を
社
会
福
祉
法
人
泉

大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
全
面
委

託
し
ま
す

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
に
「
市
民
生
活
応
援

窓
口
」
を
開
設
し
、「
失
業
し
て
生
活

が
苦
し
い
」「
家
賃
が
払
え
な
い
」「
働

き
た
い
が
、
働
け
な
い
」
な
ど
、
生

活
全
般
に
わ
た
る
困
り
ご
と
を
相
談

員
が
お
聞
き
し
、
解
決
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
泉
大
津

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
一
部
委
託
を

し
て
い
ま
し
た
相
談
業
務
を
平
成
31

年
４
月
か
ら
全
面
委
託
し
ま
す
。

３
名
の
相
談
員
が
担
当
し
、
今
ま
で

以
上
に
地
域
の
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
し
、
寄
り
添
い
型
の
相
談
支
援
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。ご
本
人
が
相

談
に
お
越
し
で
き
な
い
場
合
は
、
ご

家
族
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

場
所　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

開
設
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）

問
合　
市
民
生
活
応
援
窓
口（
☎
33
・

９
２
５
４
）

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
・

税
証
明
な
ど
の
休
日
の
証
明
書
発
行

サ
ー
ビ
ス
は
４
月
末
で
終
了
し
ま
す

の
で
、
５
月
１
日
以
降
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
（
本
年
５
月
１
日
利

用
開
始
）
や
平
日
の
市
役
所
窓
口
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合　
市
民
課
（
市
役
所
1
階
4
番

窓
口
）

※
ご
本
人
の
来
庁
が
原
則
で
す
。

日
時　
4
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
〜

正
午

交
付
場
所　
市
民
課

持
物　
▽
交
付
通
知
書（
は
が
き
）が

届
い
た
人
…
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
）

▽
同
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
い
人
…

本
人
確
認
書
類
（
申
請
用
写
真
を
無

料
で
撮
影
し
ま
す
）

問
合　
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
２
０

年
度
の
小
学
校
入
学
に
あ
た
り
、
子

ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
や

心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

「
就
学
相
談
」
を
行
い
ま
す
。希
望
者

は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
家
庭　

２
０
２
０
年
度
に
市
内

小
学
校
に
入
学
予
定
の
幼
児
が
お

り
、
就
学
相
談
を
希
望
す
る
家
庭
。

締
切　
6
月
28
日
㈮

※
締
切
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

実
施
日　
申
し
込
み
後
、
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合　

指
導
課
（
市
役
所
３

階
）

　

家
庭
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱

え
た
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
希
望

が
持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
食
事

や
学
習
支
援
、
団
ら
ん
の
場
の
提
供

に
よ
る
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
を
実

施
す
る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
を
受
け
ら
れ
る
人

　

学
習
支
援
や
食
事
提
供
を
含
め
た

子
ど
も
の
居
場
所
を
継
続
し
て
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
（
団
体
、
個

人
を
問
い
ま
せ
ん
）。

　

た
だ
し
、
以
下
の
行
為
を
行
な
う

人
、
団
体
は
対
象
外
で
す
。

①
営
利
を
目
的
と
す
る
行
為
、
②
宗

教
ま
た
は
政
治
的
宣
伝
意
図
を
有
す

る
行
為
、
③
公
序
良
俗
に
反
す
る
行

為
、
④
暴
力
団
員
と
関
係
を
有
す
る

な
ど
の
行
為

補
助
対
象
事
業

▽
目
的　

子
ど
も
、
保
護
者
、
近
隣

住
民
が
出
会
う
場
、
交
流
す
る
場
づ

く
り
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、

地
域
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

▽
実
施
頻
度　
毎
月
１
回
程
度
以
上

▽
事
業
内
容　
子
ど
も
が
集
い
、
交

流
す
る
場
の
提
供
お
よ
び
交
流
の
促

進
に
関
す
る
事
業
、
食
事
を
子
ど
も

た
ち
に
提
供
す
る
事
業
、
学
習
指
導

お
よ
び
相
談
な
ど
に
関
す
る
事
業
な

ど補
助
対
象
経
費　
①
食
材
費
、
②
会

場
使
用
料
、
③
消
耗
品
費
、
④
教
材

費
、
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係
る
人
件

費
、
⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料

補
助
金
の
額　

１
団
体
あ
た
り
運
営

費
24
万
円
（
年
額
）、
事
業
開
始
経
費

10
万
円（
初
年
度
の
み
）

申
請
期
間　
随
時

申
込
・
問
合　

子
育
て
応
援
課
（
市

役
所
１
階
３
番
窓
口
）

市
民
生
活
応
援
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
民
課
・
税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
日
曜
交

付
と
申
請
の
お
手
伝
い
に
つ
い
て

就
学
相
談
実
施
の
お
知
ら
せ

こ
ど
も
の
居
場
所
を

支
援
し
ま
す
！

●総人口
  74,759人 (－24人)
●女
  39,042人   (＋17人)
●男
  35,717人   (－41人)
●世帯数
 34,188世帯(＋21世帯)
●面積
  13.56㎢ (±0.00㎢ )

 ※H31年3月1日現在 。
               ( ）は前月比

広報いずみおおつ　平成 31 年 4月号 2627



情 報 か わ ら 版
泉
大
津
市
自
殺
対
策
計
画
（
い
の
ち

つ
な
げ
る
こ
こ
ろ
プ
ラ
ン
）を
策
定

　

平
成
28
年
４
月
に
自
殺
対
策
基
本

法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
自
治
体

に
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。自
殺
は
「
個
人
の
問
題
」「
こ

こ
ろ
の
問
題
」
と
し
て
の
み
と
ら
え

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
社
会

的
な
取
り
組
み
と
し
て
実
施
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
ま
し

た
。市
で
は
国
の
自
殺
対
策
の
基
本

理
念
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
」
を
同
様

の
理
念
と
し
、
そ
の
取
組
を
推
進
す

る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
や
団
体
、
民
間
事
業
者
、
行
政

な
ど
地
域
で
生
活
し
て
い
る
す
べ
て

の
人
が
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

問
合　
福
祉
政
策
課
（
市
役
所
１
階

８
番
窓
口
）

　

仕
事
、
家
庭
、
夫
婦
、
パ
ー
ト

ナ
ー
、
子
育
て
、
介
護
、
生
き
方
、

心
と
体
の
こ
と
な
ど
、
日
常
生
活
に

お
け
る
不
安
や
悩
み
、
ひ
と
り
で
抱

え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。女
性
相
談

で
は
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
一

緒
に
考
え
、
問
題
整
理
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現

し
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入

れ
、
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
場
で

も
あ
り
ま
す
。自
分
を
責
め
る
の
で

は
な
く
、
不
安
の
対
象
を
は
っ
き
り

さ
せ
、
対
応
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。配
偶
者
・
恋
人
な
ど
か
ら
暴
力

を
振
る
わ
れ
る
、
暴
言
を
吐
か
れ

た
り
無
視
さ
れ
た
り
…
こ
れ
っ
て
Ｄ

Ｖ
？
モ
ラ
ハ
ラ
？
と
い
っ
た
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
16
日
、
５
月
7
日
、
21

日
、
６
月
11
日
、
７
月
２
日
、
16
日
、

８
月
６
日
、
20
日
、
９
月
10
日
、
10

月
1
日
、
15
日
、
11
月
５
日
、
19

日
、
12
月
10
日
、
２
０
２
０
年
１
月

７
日
、
21
日
、
２
月
４
日
、
３
月
３

日　

い
ず
れ
も
火
曜
日
。午
後
１
時

〜
４
時
の
間
で
50
分
程
度

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

申
込　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
電
話
予

約（
☎
21
・
６
５
５
５
）

問
合　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
、
人
権
く

ら
し
の
相
談
課
（
市
役
所
１
階
11
番

窓
口
）

※
市
の
相
談
担
当
者
が
応
じ
る
女
性

相
談
は
、
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
お
よ
び

市
役
所
開
庁
時
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
飼
い
犬
を
登

録
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札
の

デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、「
現
在
居
住

す
る
市
区
町
村
に
飼
い
犬
の
登
録
を

す
る
こ
と
」「
飼
い
犬
に
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
う
け
さ
せ
る
こ

と
」「
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼

い
犬
に
装
着
す
る
こ
と
」
が
、
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
足
跡
型
や
楕
円
形
の
犬
鑑

札
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

有
効
で
す
の
で
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。新
し
い
犬
鑑
札
に
変
更
す

る
場
合
は
、
再
交
付
手
続
き
（
手
数

料
１
６
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

▽
登
録
手
数
料
…
３
０
０
０
円

▽
鑑
札
の
再
交
付
…
１
６
０
０
円

※
す
で
に
他
市
区
町
村
で
登
録
済
み

の
飼
い
犬
の
変
更
登
録
時
は
、
無
料

で
新
し
い
鑑
札
を
交
付
し
ま
す
。手

続
き
の
際
に
は
、
前
住
所
地
で
登
録

し
て
い
た
鑑
札
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

泉
大
津
市
自
殺
対
策

計
画
を
策
定

詳細は
ホームページで

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

女
性
相
談

　

　市民の皆さんが自然の中で心身をリフレッシュするとともに、家族や仲間とのふれあいを図る場として、次の施設と契
約し、宿泊費の一部を補助しています。お気軽にご利用ください。
【補助対象施設】
■きのくに中津荘（和歌山県日高郡日高川町高津尾 1049　☎ 0738・54・0082）
　日高川の清流や美しい山々、季節の味覚が楽しめ、ふるさと体験や研修も可能な、自然の中の温泉宿泊施設です。
■鳴滝キャンプ場（和歌山県日高郡日高川町高津尾 1471ー２、および 1013ー３　☎ 0738・54・0084）
　全 14棟のログハウス風バンガローと温水シャワー、水洗トイレ、炊事棟を備えた緑豊かなキャンプ場です。
■愛徳荘（和歌山県日高郡日高川町初湯川 202　☎ 0738・57・0241）
　日高川上流、椿山ダム湖のほとりに建つ温泉宿で、美しい自然や温泉、名物「栄作そば」などが堪能できます。
■かわべ天文公園（和歌山県日高郡日高川町和佐 2107ー１　☎ 0738・53・1120）
　広大な芝生広場を備えた宿泊施設です。台湾リスの餌やり体験もできます。
■かわべテニス公園（和歌山県日高郡日高川町和佐 2095　☎ 0738・53・0234）
　計 20面のコートや宿泊施設、レストランなどを備え、個人利用のほか合宿や大会にもご利用いただけます。
【補助の詳細】
対象　小学生以上の市民（毎年度１人１回限り）
定員　先着 50人（平成 31年度）
補助金額　１人 1,000 円（他団体の利用券との併用や、市が助成する事業は不可）
申込　施設へ直接予約後代表者が生涯学習課（市役所３階）へ申請書（生涯学習課備え付け。要印鑑）に記入後、利用券を発行。

市の契約施設の利用料金を補助します～自然豊かな和歌山の 5施設～　問合　生涯学習課（市役所 3階）

飼
い
犬
を
登
録
し
、

鑑
札
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

←

（新）

（旧）

広報いずみおおつ　平成 31 年 4月号 2829

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」の
続
き
）

①
所
有
者
が
平
成
31
年
１
月
１
日

現
在
、
65
歳
以
上
、
特
別
障
が
い

者
、
寡
婦（
夫
）の
い
ず
れ
か

②
所
有
者
お
よ
び
家
族
全
員
の
所

得
が
市
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度

額
以
下
。市
民
税
均
等
割
非
課
税

限
度
額
の
計
算
方
法
は
次
の
と
お

り
。35
万
円
×
（
本
人
・
控
除
対
象

配
偶
者
・
扶
養
親
族
の
合
計
数
）

＋
21
万
円
（
扶
養
親
族
が
あ
る
場

合
の
加
算
額
）

③
所
有
者
本
人
が
居
住
し
て
い
る
資

産
以
外
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し

て
い
な
い

④
所
有
す
る
家
屋
の
延
べ
床
面
積
が

70
㎡
以
下

⑤
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含

む
）の
年
税
額
が
５
万
円
以
下

申
請
期
限　
納
期
限
ま
で
（
平
成
31

年
度
第
１
期
か
ら
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
５
月
31
日
㈮
ま

で
。期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、

２
期
以
降
の
取
り
扱
い
）

　

ま
た
②
の
所
得
要
件
の
確
定
が
、

６
月
１
日
以
降
な
の
で
、
減
免
の
可

否
の
通
知
お
よ
び
減
免
の
通
知
書
の

発
送
は
そ
れ
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

減
免
申
請
対
象
者
（
①
〜
⑤
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
）

期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

対
象　
市
内
に
土
地
・
家
屋
を
持
つ

納
税
者

持
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）。代
理
人
や

法
人
の
場
合
は
、
本
人（
会
社
）の
委

任
状
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

　

現
在
、
公
的
年
金
か
ら
市･

府
民

税
を
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、

平
成
31
年
４
月
に
支
給
さ
れ
る
公
的

年
金
か
ら
、
介
護
保
険
料
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
と
同
様
に
、

平
成
31
年
度
分
の
市
・
府
民
税
額
が

決
定
す
る
ま
で「
仮
特
別
徴
収
」が
行

わ
れ
ま
す
。

「
仮
特
別
徴
収
」は
ど
ん
な
制
度
？

　
「
仮
特
別
徴
収
」
は
、
前
年
度
分
の

公
的
年
金
等
に
係
る
年
税
額
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
を
、
平
成
31
年

度
の
税
額
の
決
定
ま
で
の
間
「
仮
特

別
徴
収
税
額
」と
し
て
４
月
・
６
月
・

８
月
の
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
し
、

平
成
31
年
度
の
市
・
府
民
税
額
の
決

定
時
に
、
納
付
済
み（
予
定
）の
税
額

と
し
て
差
し
引
く
制
度
で
す
。

平
成
31
年
度
の
納
付
額
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
？

　

平
成
31
年
度
の
市
・
府
民
税
は
、

仮
特
別
徴
収
税
額
は
納
付
済
み
と
し

て
取
り
扱
い
ま
す
。６
月
に
送
付
す

る
「
平
成
31
年
度
市
民
税
・
府
民
税

納
税
通
知
書
」に
は
、
４
月
・
６
月
・

８
月
分
の
仮
特
別
徴
収
税
額
を
、
平

成
31
年
度
の
年
金
所
得
に
対
す
る
税

額
か
ら
差
し
引
き
、
そ
の
残
り
の
税

額
を
10
月
・
12
月
・
２
月
分
の
特
別

徴
収
税
額
と
し
て
通
知
し
ま
す
。な

お
、
平
成
30
年
度
中
に
税
額
変
更
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
公
的
年
金
か
ら

の
天
引
き（
特
別
徴
収
）が
中
止
さ
れ

て
い
る
人
は
、
平
成
31
年
４
月
・
６

月
・
８
月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

か
ら
市
・
府
民
税
の
仮
特
別
徴
収
は

さ
れ
ま
せ
ん
。こ
の
場
合
、
平
成
31

年
度
の
市
・
府
民
税
は
、
前
半
は
普

通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納
付
）、
後
半

は
特
別
徴
収
と
い
う
納
め
方
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
仮
特
別
徴
収
税
額
」
は
具
体
的
に
い

く
ら
な
の
？

　

昨
年
６
月
に
送
付
し
た
「
平
成
30

年
度
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通
知
書
」

の
表
紙
に
、
平
成
31
年
４
月
・
６
月
・

８
月
の
仮
特
別
徴
収
税
額
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

低
所
得
者
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
申
請

公
的
年
金
か
ら
の

市
・
府
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

平
成
31
年
度　
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　市・府民税、固定資産・都市計画税および軽自動車税の
納期限など（随時課税分を除く）は、下表のとおりです。
市税は、市民の皆さんがさまざまな行政サービスを受ける
ための貴重な財源です。納期内納付をお願いします。
市税納付は納め忘れのない口座振替が便利です
口座振替のご案内　口座振替にすると、納付の手間が省け、

確実に納付することができるので非常に便利です。
　口座振替の申し込みは、下表の申し込み期日までに引落
通帳と金融機関届出印を持参のうえ、口
座振替取扱金融機関（※）か市役所税務
課窓口でお申し込みください。
申込・問合　税務課（市役所１階５番窓口）

平成 31年度　市税納期限のお知らせ

納税通知書の送付

6 月中旬

5月初旬

5月初旬

税　目

市・府民税
( 普通徴収 )

固定資産税・
都市計画税

軽自動車税

期別
１期および全期前納

２期
３期
４期

１期および全期前納
２期
３期
４期
全期

納期限（口座引き落とし日）
7 月 1日㈪
9月 2日㈪
10月 31日㈭
12月 27日㈮
5月 31日㈮
7月 31日㈬
9月 30日㈪
12月 2日㈪
５月 31日㈮

口座振替 申込期日
5 月 31日㈮
7月 31日㈬
9月 30日㈪
11月 29日㈮
4月 26日㈮
6月 28日㈮
8月 30日㈮
10月 31日㈭
4月 26日㈮

■ 31 年度　市税の納期限（口座引き落とし日）、口座振替申込期日、納税通知書の送付 ※口座振替取扱金融機関
（平成 31年４月現在）
三井住友銀行、りそな銀行、池田
泉州銀行、大阪信用金庫、みずほ
銀行、三菱ＵＦＪ銀行、
紀陽銀行、三井住友信託銀行、関
西みらい銀行、南都銀行、商工組
合中央金庫、近畿産業信用組合、
ミレ信用組合、近畿労働金庫、い
ずみの農業協同組合　の各店
ゆうちょ銀行、郵便局（近畿２府
４県）



情 報 か わ ら 版
　

泉
大
津
の
歴
史
的
な
町
並
み
保
全

を
目
的
と
し
た「
浜
街
道
ま
つ
り
」に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。約
５
０
０
０
人
が
来
場
す
る

活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
歴
史
的
な
町
並
み

な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
26
日
㈰
集
合
…
午
前
8

時
30
分（
ま
つ
り
本
部
前
）　 

解
散
…

午
後
４
時
30
分

場
所　
浜
街
道
周
辺
地
域（
神
明
町
・

本
町
・
東
港
町
）

内
容　

浜
街
道
ま
つ
り
運
営
補
助

（
受
付
補
助
、
来
場
者
案
内
な
ど
）

　

詳
細
は
、
当
日
、
実
行
委
員
会
か

ら
説
明
。交
通
費
と
し
て
一
律
２
０

０
０
円
と
昼
食
用
に
ス
タ
ッ
フ
用
の

お
弁
当
を
実
行
委
員
会
で
用
意
し
ま

す
。

募
集
期
間　
4
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮

問
合　
都
市
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
24
番
窓
口
）

わ
く
わ
く
里
山
体
験
！
参
加
者
募
集

　

和
歌
山
大
学
生
と
一
緒
に
自
然

い
っ
ぱ
い
の
日
高
川
町
で
里
山
を
存

分
に
体
験
し
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
25
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象　
小
学
４
・
５
・
６
年
生

定
員　
30
人

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ　
わ
く
わ
く
農
業

体
験
①
（
日
帰
り
）　
作
物
植
付
と
環

境
学
習
を
し
ま
す

▽
５
月
18
日
㈯ 

午
前
８
時
30
分
出

発
・
午
後
５
時
頃
解
散
予
定

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ　

わ
く
わ
く
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
２
泊
３
日
）　
日
高

川
町
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
里

山
探
検
、
星
空
観
察
な
ど
を
し
ま
す

▽
８
月
19
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
出

発
〜
21
日
㈬　

午
後
４
時
頃
解
散
予

定宿
泊
先　
「
き
の
く
に
中
津
荘
」

※
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
は
７
月
13
日
㈯

に
事
前
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ　
わ
く
わ
く
農
業

体
験
②
（
日
帰
り
）　
さ
つ
ま
い
も
収

穫
と
環
境
学
習
を
し
ま
す

▽
10
月
19
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
出

発
・
午
後
５
時
頃
解
散
予
定

費
用　
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
・
Ｃ
は
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
０
円
、
Ｂ
は
１
万
３
０

０
０
円　
※
い
ず
れ
も
保
険
料
含
む

持
物　
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
・
Ｃ
は
筆
記

用
具
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
健

康
調
査
票
（
事
前
配
布
）。プ
ロ
グ
ラ

ム
Ｂ
は
右
記
に
加
え
、
着
替
え
、
パ

ジ
ャ
マ
、
洗
面
道
具
、
夏
休
み
の
宿

題
な
ど　
※
必
ず
運
動
靴
を
着
用
。

そ
の
他　
集
合
か
ら
解
散
ま
で
の
事

故
が
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　
参
加
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、

学
校
名
、
学
年
（
小
学
４
・
５
・
６

年
生
対
象
）、
保
護
者
氏
名
、
携
帯

電
話
番
号
、
参
加
希
望
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
複
数
選
択
可
）
を
明
記
し
、
窓
口
持

参
、
フ
ァ
ク
ス
（
33
・
０
６
７
０
）、

メ
ー
ル
（syougaigakusyuu@

city.
izum

iotsu.osaka.jp)

、
ま
た
は
郵

便（
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６<

住
所
記

載
不
要>

泉
大
津
市
生
涯
学
習
課　

４
月
25
日
必
着
）で
申
し
込
み
。

※
抽
選
の
う
え
、
当
選
者
に
は
５
月

中
旬
に
ご
案
内
を
発
送
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
全
部
応
募
の
人
を
優

先
。

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

　

　

ア
ウ
ト
ド
ア
に
必
要
な
知
識
を
実

際
に
体
験
し
て
学
び
ま
す
。ご
飯
の

炊
き
方
や
カ
レ
ー
の
作
り
方
、
テ

ン
ト
の
張
り
方
な
ど
を
学
び
、
そ
の

体
験
を
友
だ
ち
と
共
有
し
、
自
然
と

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま

す
。

　

３
日
間
す
べ
て
に
出
席
し
た
人

は
、
認
定
キ
ャ
ン
プ
（
1
泊
2
日
）

に
参
加
で
き
ま
す
。認
定
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
す
れ
ば
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
グ

ル
ー
プ
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
程　
１
日
目
…
５
月
26
日
㈰

２
日
目
…
6
月
２
日
㈰

３
日
目
…
９
日
㈰

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

認
定
キ
ャ
ン
プ
…
６
月
15
日
㈯
〜
16

日
㈰

場
所　

▽
1
・
2
・
3
日
目
…
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
、
▽
認
定
キ
ャ
ン
プ

…
大
阪
府
立
少
年
自
然
の
家
（
貝
塚

市
）

対
象　
小
学
5
・
6
年
生

定
員　
先
着
20
人

費
用　
安
全
共
済
会
費
５
２
０
円

主
催　
市
こ
ど
も
会
指
導
者
協
議
会

※
こ
ど
も
会
加
入
者
は
無
料

申
込
・
問
合　
５
月
10
日
㈮
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
青
少
年
課（
市
役
所
3
階
）へ

浜
街
道
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

〜
和
歌
山
大
学
生
と
一
緒
に
植

付
体
験
＆
夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
〜

■ 「働き方」を変えるのは今‼
平成 31 年 4 月 1 日から働き方改革関連法が順次施行されます
　時間外労働の上限規制が導入（中小企業は 2020 年 4 月 1 日
施行）
　時間外労働の上限について、月 45 時間、年間 360 時間を原則
とし、臨時的な特別な事情がある場合でも年 720 時間、単月
100 時間未満（休日労働を含む）、複数月平均 80 時間（休日労
働を含む）を限度に設定する必要があります。
　年次有給休暇の取得義務化
　使用者は、10 日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働
者に対し、毎年 5 日、時期を指定して有給休暇を与える必要があ
ります。

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

ア
ウ
ト
ド
ア
を
学
ぶ

ひ
よ
こ
の
学
校 

参
加
者
募
集

広報いずみおおつ　平成 31 年 4月号 3031

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」の
続
き
）

　

市
内
の
公
園
・
道
路
・
河
川
な
ど

で
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
、
緑
化
活
動
推
進
事
業

助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
都
市
づ
く
り
政
策
課
み
ど

り
推
進
係
ま
で

申
請
期
間　

４
月
1
日
㈪
〜
５
月
31

日
㈮

申
請
・
問
合　
都
市
づ
く
り
政
策
課

（
市
役
所
２
階
24
番
窓
口
）

外
来
生
物
を
飼
う
前
に

考
え
て
ほ
し
い
こ
と

　

最
近
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来

生
物
や
外
来
魚
な
ど
が
多
く
繁
殖
し

て
生
態
系
に
大
き
な
悪
影
響
を
お
よ

ぼ
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

外
来
生
物
の
多
く
は
、
人
間
の
ペ

ッ
ト
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
育

し
な
か
っ
た
一
部
の
飼
い
主
が
発

端
で
繁
殖
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。ま
た
多
く
は
、
本
来
野
生
動
物

で
あ
り
、
人
間
に
な
つ
く
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど

一
部
の
外
来
生
物
の
飼
養
は
、
法
律

で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。飼
育

す
る
前
に
よ
く
考
え
て
か
ら
飼
育

し
、
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

猫
と
仲
よ
く

共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

の
ら
猫
や
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い

る
猫
に
よ
る
フ
ン
・
尿
の
苦
情
や
、

臭
い
・
鳴
き
声
の
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。　

　

の
ら
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
は
、
繁

殖
を
促
進
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
付

近
に
フ
ン
・
尿
が
放
置
さ
れ
、
ま
た

残
飯
に
カ
ラ
ス
や
虫
な
ど
も
集
ま
る

た
め
不
衛
生
に
な
り
、
近
隣
の
皆
さ

ん
へ
の
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
猫
は
、
飼
育
環
境
を
整
え
れ
ば

室
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
場
合
は
、
飼

育
方
法
を
今
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ

い
。の
ら
猫
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
く

考
え
、
行
動
し
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

人
間
と
猫
が
仲
よ
く
共
存
で
き
る
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

正
し
く
育
て
よ
う
！

　

飼
い
主
に
よ
る
犬
の
フ
ン
・
尿
の

放
置
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
快
適
に
愛
犬
と
暮
ら
す
た
め
に
も
愛

情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

生
後
91
日
以
上
経
過
し
た
犬
を
飼

う
と
き
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
30
日
以
内
に
飼
犬
登
録
（
一
生

涯
に
１
回
）
が
必
要
で
す
。ま
た
、
毎

年
１
回
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
さ

せ
、
飼
い
犬
に
鑑
札
お
よ
び
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と
が

飼
い
主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
散
歩
時
は
、
リ
ー
ド
を
つ

け
て
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
行
い
、

フ
ン
は
持
ち
帰
り
尿
は
水
で
流
す
な

ど
、
後
始
末
は
責
任
を
も
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
首
輪
な
ど
は

き
つ
く
締
め
、
リ
ー
ド
を
適
切
な
長

さ
に
保
ち
、
歩
行
者
な
ど
に
不
安
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
カ
ラ
ス
に

荒
ら
さ
れ
な
い
た
め
に

　

最
近
、
カ
ラ
ス
が
ご
み
袋
を
食
い

散
ら
か
す
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

都
市
部
に
飛
来
す
る
カ
ラ
ス
の
多

く
は
、
人
間
が
出
す
生
ご
み
を
エ
サ

に
す
る
た
め
集
ま
り
、
集
団
で
広
範

囲
に
わ
た
り
行
動
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。カ
ラ
ス
の
被
害
を
な

く
す
た
め
、
ご
み
を
出
す
時
は
、
下

に
示
す
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

ど
う
ぶ
つ
と
一
緒
に

暮
ら
す
た
め
に

①放し飼いをやめ室内で飼育しましょう。交通事故やノミ・ダニ

などによる病気（皮膚炎など）、迷子などを防げます。

②首輪などに名札などをつけ、飼い主がわかるようにしましょう。

③近隣でフン・尿をさせないようにトイレのしつけをしましょう。

④繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢手術を受けましょう。

①むやみに驚かせたり、触ったりしないようにしましょう。

②珍しいからといって、エサをあげたりしないようにしましょう。

③日ごろから、外来生物や野生動物などが住みにくい環境づくりを

心がけましょう。雑草などは、定期的に刈り取り、残飯など（特に

ごみ収集日）も食い荒らされないように工夫しましょう。

①ごみは収集日当日に出しましょう。

②ごみは、ふたが付いたポリ容器に入れて出すか、ごみ散乱

防止ネットなどを活用しましょう。

③食品のムダや食べ残しを減らし、生ごみを減らしましょう。

④ごみ袋から生ごみが見えないようにしましょう。

①ルールとマナーを守って正しくしつけましょう。

②公園など公共の場所では決して放さないようにしましょう。

③最後まで責任をもって飼いましょう。

④繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢手術を受けましょう。

猫の飼い主の皆さんへお願い。アライグマなどの外来生物を
見かけたときの注意

ごみを出すときの工夫犬の飼い主の皆さんへお願い。

平
成
31
年
度
泉
大
津
市
緑
化
活

動
推
進
事
業
助
成
金
の
申
請



情 報 か わ ら 版
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
を

通
し
て
交
流

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
な
が
ら
障
が
い
の
あ
る
人

と
交
流
し
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
「
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

①
第
１
・
３
火
曜
日　

②

第
２
・
４
火
曜
日　

い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
活
動
は
５

月
か
ら
）

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

人
、
ま
た
は
障
が
い
者
手
帳
を
お
持

ち
の
人
（
障
が
い
の
あ
る
人
は
事
前

に
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

定
員　

①
、
②
各
先
着
20
人
（
申
込

者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
活
動

日
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

会
費　
１
回
１
０
０
円

申
込
・
問
合　

４
月
10
日
㈬
と
11
日

㈭
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
に

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３

９
０
）へ

入
会
説
明
会

日
時　
4
月
16
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

問
合　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

　
手
話
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
常
生
活
で
意
外
と
使
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、「
え
？
こ
れ
も
手

話
？
」、「
楽
し
い
！
」
と
き
っ
と
思

う
で
し
ょ
う
。初
心
者
大
歓
迎
！
小

学
生
以
上
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加

Ｏ
Ｋ
！

日
時　

４
月
13
日
㈯　

午
後
２
時
〜

４
時（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪　

３
階
３

０
３
会
議
室

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
員　
先
着
30
人

申
込
・
問
合　

障
が
い
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
10
番
窓
口
）
へ
。（
☎
33
・

１
１
３
１
）、
フ
ァ
ク
ス
（
33
・
７
７

８
０
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

5
月
〜
２
０
２
０
年
3
月

（
8
月
は
開
催
な
し
）　

第
２
火
曜
日

　
午
後
7
時
〜
9
時　
計
10
回

場
所　
市
役
所
会
議
室
な
ど

対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入

門
・
基
礎
を
修
了
し
た
人
で
、
日
常

生
活
の
場
面
に
お
い
て
、
聴
覚
障
が

い
者
と
手
話
で
会
話
が
で
き
る
こ
と

を
目
指
す
人
（
他
市
で
の
修
了
で
も

可
）

定
員　

20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
選
考
）
※
手
話
に
よ
る
会
話
が
で

き
る
よ
う
練
習
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合　

4
月
1
日
㈪
〜
26

日
㈮
、
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
す
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
ず
修
了
証
の
写
し
を
添

付
し
、
障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
1

階
10
番
窓
口
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

（
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６　

＜

住
所

記
載
不
要＞

　
障
が
い
福
祉
課
）

　

日に
ほ
ん
ご

本
語
で
日に
ち
じ
ょ
う
か
い
わ

常
会
話
は
で
き
る
け

れ
ど
何な
ん

ら
か
の
理り
ゆ
う由
で
日に
ほ
ん
ご
よ

本
語
読
み

書か

き
の
習し
ゅ
う
と
く得
が
で
き
な
か
っ
た
人ひ
と

を

対た
い
し
ょ
う
象
に「
日に
ほ
ん
ご
本
語
よ
み
か
き
教き
ょ
う
し
つ室」を

開か
い
さ
い催
し
て
い
ま
す
。

日に
ち
じ時　

毎ま
い
し
ゅ
う
か
よ
う
び

週
火
曜
日　

午ご

ご後
１
時じ

〜

３
時じ

場ば
し
ょ所　
南
み
な
み
こ
う
み
ん
か
ん

公
民
館

対た
い
し
ょ
う象　

15
才さ
い
い
じ
ょ
う

以
上
の
人ひ
と

で
市し
な
い内

在ざ
い
じ
ゅ
う
住
ま
た
は
在ざ
い
き
ん勤
の
人ひ
と

定て
い
い
ん員　

10
人に
ん

申も
う
し
こ
み込　

毎ま
い
し
ゅ
う
か
よ
う
び

週
火
曜
日
の
午ご

ご後
１
時じ

か
ら
３
時じ

ま
で
に
本ほ
ん
に
ん人

が
直ち
ょ
く
せ
つ接

、

南み
な
み
こ
う
み
ん
か
ん

公
民
館
へ

問と
い
あ
わ
せ
合　
生し
ょ
う
が
い
が
く
し
ゅ
う
か

涯
学
習
課
（
市し
や
く
し
ょ

役
所
３
階か
い

）

ま
た
は
南み
な
み
こ
う
み
ん
か
ん

公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）

　

講
師
に
桧
本
多
加
三
先
生
（
郷
土

史
研
究
家
、
郷
土
誌
「
堺
泉
州
」「
堺

人
」編
集
長
）を
お
招
き
し
ま
す
。

日
時　
4
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
3
階

定
員　
先
着
60
人

参
加
費　
５
０
０
円

主
催　
景
観
人
の
集
い

問
合　
都
市
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
24
番
窓
口
）

〜
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
と
楽
し
く
学

び
ま
す
〜

日
時　
幼
児
英
会
話
教
室
1
は
毎
週

月
曜
日
午
後
５
時
45
分
〜
（
50
分
）、

幼
児
英
会
話
教
室
2
は
毎
週
火
曜
日

午
後
５
時
〜
（
50
分
）、
そ
の
他
の

ク
ラ
ス
は
要
問
い
合
わ
せ

※
新
ク
ラ
ス
開
講
の
場
合
、
曜
日
や

時
間
な
ど
希
望
考
慮
の
う
え
決
定
、

仏
・
独
・
伊
語
も
募
集
中

場
所　
春
日
町
自
治
会
館
、
下
之
町

自
治
会
館

定
員　
各
７
人（
幼
児
は
５
人
）

費
用　
１
回
１
２
０
０
円
〜
１
５
０

０
円（
見
学
は
１
回
無
料
で
す
）

申
込
・
問
合　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岸
和
田

国
際
交
流
協
会
（
☎
０
７
２
・
４
４

５
・
０
５
３
３
）

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
お
茶
会

を
、
神
社
で
行
い
ま
す
。

＜

大
津
神
社
会
場＞

日
時　
4
月
5
日
㈮　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

場
所　
大
津
神
社
境
内

定
員　
先
着
70
人

主
催　
市
教
育
委
員
会
、
市
茶
華
道

連
合
会

協
力　
泉
大
津
高
校
茶
道
部

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

カ
ラ
オ
ケ
友
の
会

会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
一
日
体
験
講
座

平
成
31
年
度　
手
話
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

日に
ほ
ん
ご
本
語
よ
み
か
き
教
き
ょ
う
し
つ室

受じ
ゅ
こ
う
せ
い
ぼ
し
ゅ
う

講
生
募
集

泉
大
津
市
民
お
茶
会

歴
史
こ
ぼ
れ
話　
第
３
回

「
南
北
朝
時
代
の
泉
大
津
周
辺
」

英
語
・
ハ
ン
グ
ル
・
中
国
語

講
座
と
幼
児
英
会
話
教
室

広報いずみおおつ　平成 31 年 4月号 3233

（「
募
集
」の
続
き
）

　

春
日
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま

す
。

申
込
期
間　
5
月
13
日
㈪
〜
31
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
５
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

問
合　
市
民
課
（
市
役
所
1
階
4
番

窓
口
）

　

市
で
は
板
原
町
に
あ
る
公
園
墓
地

使
用
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格　
①
市
に
３
年
以
上
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
、
②
市
に
１
年
以
上

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
、
直
系

２
親
等
内
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
の

親
の
遺
骨
が
あ
っ
て
、
墓
地
の
な
い

人
、
③
忠
岡
町
に
２
年
以
上
居
住
し

て
い
る
人
で
遺
骨
が
あ
っ
て
、
墓
地

の
な
い
人

申
込
方
法　
現
地
を
確
認
し
、
申
込

墓
地
を
決
め
た
う
え
で
、
市
民
課
に

て
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て

提
出
。

納
付
期
間　
申
し
込
み
の
翌
月
上
旬

に
、
月
末
を
納
付
期
限
と
す
る
納
付

書
を
発
送
し
ま
す
。

使
用
開
始
日　
納
付
確
認
後
、
郵
送

に
て
使
用
許
可
証
を
送
付
し
ま
す
。

到
達
日
よ
り
使
用
可
能
と
な
り
ま

す
。

募
集
内
容

■
公
園
墓
地

場
所　

板
原
町
５
丁
目
８
６
６
番
地

１区
画
面
積　
１
．７
６
㎡
（
間
口
１
．

１
ｍ
×
奥
行
き
１
．６
ｍ　

巻
石
含

む
。）

永
代
使
用
料　
56
万
円

管
理
料　

１
万
３
０
０
０
円
（
年
間

２
６
０
０
円
を
５
年
分
一
括
前
納
）

※
申
し
込
み
前
に
必
ず
現
地
で
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
（
公
園
墓
地
管

理
事
務
所
前
に
案
内
を
設
置
し
て
い

ま
す
）。

問
合　
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

　

60
歳
以
上
の
人
の
ア
ー
ト
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。60
歳
以
上
の
人
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
出
品
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
た
だ
し

30
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　
織
編
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

対
象　
満
60
歳
以
上
の
人
で
１
人
１

部
門
、
１
作
品
に
限
る
（
プ
ロ
作
家

の
出
品
は
不
可
）

内
容　
（
部
門
お
よ
び
作
品
の
寸
法
）

▽
洋
画
・
日
本
画
…
30
号
以
内
▽
書

…
半
切
以
内
（
表
装
作
品
で
、
仮
巻

は
不
可
）　

▽
写
真
…
カ
ラ
ー
は
４

ツ
切
以
上
、
白
黒
は
半
切
以
上
で
ど

ち
ら
も
全
紙
ま
で
（
パ
ネ
ル
張
ま
た

は
額
装
）　

▽
工
芸
…
立
体
の
場
合

一
辺
が
30
㎝
以
内
、
平
面
の
場
合
１

㎡
以
内

作
品
搬
入　
6
月
27
日
㈭
午
前
10
時

〜
正
午
に
直
接
会
場
へ

※
可
能
な
人
は
、
午
後
１
時
か
ら
の

展
示
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

作
品
搬
出　
6
月
30
日
㈰
午
後
３
時

30
分
〜
４
時
30
分（
時
間
厳
守
）

申
込　
生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の

出
品
申
込
書
、
ま
た
は
は
が
き
に
①

住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
電
話

番
号
、
⑤
部
門
、
⑥
サ
イ
ズ
、
⑦
題

名
を
明
記
し
、
6
月
7
日
㈮
ま
で
に

〒
５
９
５
ー
８
６
８
６　

生
涯
学
習

課（
市
役
所
３
階
）へ

　

高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
多
く
の

仲
間
と
吹
奏
楽
を
通
じ
交
流
の
場
を

広
げ
ま
せ
ん
か
。高
校
生
以
上
の
楽

器
経
験
者
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。パ
ー
ト
に
よ
っ
て
は
楽
器
の
貸

し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

練
習
日
時　

毎
週
火
・
土
曜
日　

午

後
７
時
〜
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

団
費　

▽
社
会
人　

月
２
０
０
０
円

▽
高
校
・
大
学
生　
月
１
０
０
０
円

■
練
習
見
学
会

　

当
日
は
練
習
見
学
と
入
団
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
4
月
20
日
㈯　
午
後
７
時
〜

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

練
習
の
見
学
は
随
時
可
能
で
す
。

問
合　

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３

階
）、
泉
大
津
市
吹
奏
楽
団

英
会
話
教
室　
（
全
15
回
）

日
時　

４
月
19
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

定
員　
先
着
18
人

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

受
講
料　
１
０
０
０
円

申
込
・
問
合　

４
月
２
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
本
人
ま
た
は
家
族
が
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
へ（
☎
32
・
６
４
３
２
）

第
38
回
泉
大
津
市
民
音
楽
祭
〜
合

唱
・
合
奏
の
部
〜
出
演
者
を
募
集　

　

毎
年
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
の
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
て
い
る
音
楽
好
き
市
民

の
集
ま
る
祭
典
「
市
民
音
楽
祭
」
で
、

あ
な
た
も
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん

か
？

日
時　
11
月
24
日
㈰

場
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

条
件　
①
泉
大
津
市
に
在
住
在
学
在

勤
の
人
を
１
人
以
上
含
む
３
人
以
上

の
音
楽
グ
ル
ー
プ　

②
年
２
〜
３
回

開
催
さ
れ
る
会
議
へ
の
出
席
お
よ
び

当
日
の
運
営
補
助
が
で
き
る
グ
ル
ー

プ　

③
出
演
時
間
は
10
分
程
度　

④

音
楽
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
で
す
。お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　

４
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
郵

送
（
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６ ＜

住

所
記
載
不
要＞

　

泉
大
津
市
役

所
生
涯
学
習
課
）、
窓
口
、
メ
ー

ル
（syougaigakusyuu@
city.

izum
iotsu.osaka.jp

）、
フ
ァ
ク
ス

（
33
・
０
６
７
０
）
に
て
、
必
要
事
項

（
①
グ
ル
ー
プ
名
②
代
用
者
名
③
代

表
者
電
話
番
号
お
よ
び
住
所
④
メ
ン

バ
ー
数
⑤
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
）
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。担
当
か
ら
ご
連
絡
し

ま
す
。

問
合　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

泉大津市
吹奏楽団HP

春
日
墓
地
の
使
用
者
を

募
集
し
ま
す

公
園
墓
地
使
用
者
募
集
中

シ
ル
バ
ー
展

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団

団
員
募
集
！

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
前
期
）
教
室
受
講
生
募
集

11
月
の
市
民
音
楽
祭

出
演
者
を
募
集



情 報 か わ ら 版
日
時　
５
月
8
日
〜
２
０
２
０
年
３

月
4
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
40
回
）　

午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

全
講
座
受
講
可
能
な
人

　

規
定
数
以
上
受
講
し
た
人
に
は
修

了
証
を
発
行
し
ま
す
。

定
員　
先
着
25
人
（
開
催
最
低
人
数

５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）

テ
キ
ス
ト
代　
３
２
４
０
円

申
込
・
問
合　

４
月
1
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
・
１
３
９
０
）に
て

　
地
域
の
高
齢
者
が
共
に『
学
び
』共

に
『
活
か
す
』
た
め
に
「
い
き
い
き
大

学
」を
開
講
し
ま
す
。

日
時　
５
月
23
日
㈭
〜
９
月
19
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
た
だ
し
５

月
23
日
は
午
後
１
時
〜
３
時
。全
15

回
）

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員　

１
１
０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。次
の
条
件
の
順
に
優

先　

①
過
去
３
年
間
連
続
し
て
同
じ

講
座
を
申
し
込
ん
だ
が
抽
選
で
落
選

し
た
人　

②
昨
年
受
講
し
て
い
な
い

人
〈
①
・
③
以
外
の
人
〉　
③
昨
年
受

講
し
た
人
）

受
講
料　
１
０
０
０
円（
全
15
回
分
）

内
容　
地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
や
健
康
や
認
知
症
、
歴
史
、
体

操
な
ど

申
込
・
問
合　

４
月
10
日
㈬
と
11
日

㈭
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１

３
９
０
）へ（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

　

 

　

春
の
お
で
か
け
の
際
、
お
得
に
利

用
で
き
る
乗
り
放
題
パ
ス
を
販
売
し

て
い
ま
す
。大
変
お
得
に
利
用
で
き

ま
す
の
で
ド
ラ
イ
ブ
や
レ
ジ
ャ
ー
に

活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
車
両　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
行
す
る

普
通
車
、
軽
自
動
車
、
二
輪
車

期
間　
4
月
14
日
㈰
ま
で
の
土
・
日

曜
日
限
定

価
格　
全
地
区
利
用
（
普
通
車
１
６

５
０
円
、
軽
・
二
輪
１
３
９
０
円
）、

東
地
区
の
み
・
西
地
区
の
み
（
普
通

車
１
０
９
０
円
、
軽
・
二
輪
９
４
０

円
）

申
込　
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
利

用
前
ま
で
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合　

阪
神
高
速
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

7
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
９

時
〜
午
後
６
時　

☎
０
６
・
６
５
７

６
・
１
４
８
４
）

 　

年
度
当
初
は
、
進
学
・
就
職
な
ど

に
伴
い
若
者
の
生
活
環
境
が
大
き
く

変
わ
る
時
期
で
す
。モ
デ
ル
や
ア
イ

ド
ル
な
ど
の
ス
カ
ウ
ト
を
装
っ
た

り
、
高
収
入
ア
ル
バ
イ
ト
へ
の
応
募

を
き
っ
か
け
に
、
性
的
な
行
為
を
強

要
さ
れ
た
り
、
望
ま
ず
同
意
し
て
い

な
い
写
真
や
動
画
の
撮
影
を
さ
れ
る

な
ど
、
若
い
女
性
が
性
的
被
害
を
受

け
る
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
万
が
一
被
害
に

遭
っ
た
場
合
、
安
心
し
て
相
談
で
き

る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。困
っ
た
と
き

は
迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｖ
出
演
強
要
、
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
相
談
窓
口

▽
警
察
相
談
専
用
電
話　

☎
＃
９
１

１
０
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
。土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
時
間
外
は
当
直
ま
た
は
音
声
案

内
で
対
応
）

▽
法
テ
ラ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
８
・
３
７
４（
Ｉ
Ｐ

電
話
か
ら
は
☎
０
３
・
６
７
４
５
・
５

６
０
０
）（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
。土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ
せ
は
法
テ

ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
24
時
間
受
け

付
け

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

▽
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

☎
０

１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
（
平
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

　

交
通
事
故
、
貸
・
借
金
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
、
損
害
賠
償
な
ど
調
停
利
用

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
４
月
24
日
㈬
…
岸

和
田
浪
切
ホ
ー
ル
４
階
、
▽
５
月
22

日
㈬
…
和
泉
市
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
南
棟

２
階　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

問
合　
大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
０

６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ら
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で

す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
ご
協

力
の
も
と
、
か
わ
い
い
「
フ
ク
ロ
ウ

の
針
山
」を
作
成
し
ま
す
。

日
時　

４
月
23
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
25
人

材
料
費　
３
０
０
円

問
合　

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

３
）

手
話
講
習
会
（
初
心
者
向
け
）

い
き
い
き
大
学

受
講
生
募
集

阪
神
高
速
１
日
乗
り
放
題

パ
ス
を
販
売
中
！

４
月
は
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
・「
Ｊ

Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
被
害
防
止
月
間

裁
判
所
の
民
事
調
停
委
員
に
よ

る
民
事
調
停
手
続
き
相
談
会

■KIX の国際線がますます充実！
　3 月 28 日に、タイ・ライオン・エ
ア（SL）が関西＝バンコク（ドンムアン）
線を新規就航し、週 5 便運航を開始し
ました。タイ・ライオン・エアは、タ
イのバンコク（ドンムアン）が拠点の 
LCC（格安航空会社）です。今回の就
航により、関西＝バンコク線は週 49
路線となり、さらにバンコク線が充実
します。今後の旅行の選択肢として、
ぜひご検討ください。 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

↑専用WEB
サイト
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（「
学
習
・
講
座
」の
続
き
）

表
現
し
よ
う
！
私
ら
し
さ

　

身
の
ま
わ
り
の
紙
を
使
っ
て
あ
な

た
だ
け
の
素
敵
な
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ

ワ
ー
ブ
ロ
ー
チ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！

日
時　

４
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
図
書
館

２
階
）

講
師　
浜
田
正
子
氏

定
員　
先
着
10
人

持
物　
ハ
サ
ミ
・
長
さ
４
㎝
く
ら
い

の
安
全
ピ
ン
、
ま
た
は
ブ
ロ
ー
チ
ピ

ン
１
本
、
ボ
ン
ド（
紙
・
木
用
）

一
時
保
育　
先
着
3
人
（
６
か
月
〜

未
就
学
児
。４
月
17
日
㈬
ま
で
に
申

し
込
み
）

申
込
・
問
合　

４
月
10
日
㈬
午
前
９

時
30
分
か
ら
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
直

接
ま
た
は
電
話（
☎
21
・
６
５
５
５
）

      

　

外
国
人
講
師
の
ク
ラ
ブ
「
楽
し
い

英
会
話
」
の
初
級
英
会
話
で
あ
な
た

も
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

日
時　
毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
〜

８
時
30
分

場
所　
南
公
民
館

月
会
費　
２
０
０
０
円 

見
学
会　
４
月
９
日
・
16
日

問
合　

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０
０
）

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
声
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
テ
ー
プ
録
音
に
よ
る
情

報
提
供
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
行
う
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
17
日
〜
11
月
1
日　

第

１
・
３
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
全
10
回
）

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員　
先
着
20
人
（
た
だ
し
申
し
込

み
が
５
人
に
満
た
な
い
と
き
は
中
止

す
る
場
合
あ
り
）

申
込
・
問
合　

４
月
1
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
・
１
３
９
０
）に
て

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
初
心
者
向
け
の
教
養
講
座
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

申
込　

４
月
10
日
㈬
、
11
日
㈭
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ（
電
話
申
込
不
可
）

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。次

の
条
件
の
順
で
優
先
し
ま
す
。

①
過
去
３
年
間
、
同
じ
講
座
を
申
し

込
ん
だ
が
抽
選
で
落
選
し
た
人　

②

昨
年
受
講
し
て
い
な
い
人
（
①
・
③

以
外
の
人
）　
③
昨
年
受
講
し
た
人

※
男
性
の
た
め
の
料
理
講
座
【
初
心

者
】
は
初
め
て
申
し
込
み
さ
れ
る
人
、

お
よ
び
過
去
5
年
間
「
男
性
の
た
め

の
料
理
講
座
」
を
受
講
し
て
い
な
い

人
を
対
象
と
し
ま
す
。ま
た
、
申
込

者
が
5
人
以
下
の
場
合
は
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意

▽
都
合
に
よ
り
日
程
・
回
数
な
ど
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

▽
講
座
に
か
か
る
道
具
・
消
耗
品
は

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
後
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
定
員
に
達
す
る
ま
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23

・
１
３
９
０
）

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

ブ
ロ
ー
チ
作
り

「
楽
し
い
英
会
話
」

会
員
募
集
と
無
料
見
学
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
各
種
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

講座名
書道

詩吟
～漢詩鑑賞と吟詠～

男性のための料理
【初心者】

お菓子づくり

絵手紙

音楽療法を楽しむＡ

リフレッシュ体操Ａ

楽しいうた

自力整体体操Ａ

健康づくり
筋力トレーニングＡ

リズム体操

日時・回数・定員
５月 20日㈪～ 3月 23日㈪（第１･３月　全 21回）

午後１時～２時 30分　定員 35人
５月 14日㈫～３月 24日㈫（第２･４火　全 20回）

午前 10時～ 11時 30分　定員 20人

５月 16日㈭～ 3月 19日㈭（第１･３木　全 21回）
午後 2時～３時 30分　定員 30人

５月 24日㈮～ 7月 26日㈮（第４金　全 3回）
午前 10時～午後 0時 30分　定員 16人

５月 14日㈫～３月 10日㈫（第２火　全 11回）
午後 1時 30分～ 3時 30分　定員 16人

５月 21日㈫～ 3月 17日㈫（第１･３火　全 19回）
午後 1時 30分～ 3時　定員 20人

５月 16日㈭～ 10月 3日㈭（第１･３木　全 10回）
午前 10時～ 11時 30分　定員 16人

５月 8日㈬～ 10月 9日㈬（第２･４水　全 10回）
午前 10時 30分～ 11時 45分　定員 20人

５月 14日㈫～ 10月 22日㈫（第２･４火　全 10回）
午前 10時 30分～正午　定員 20人

５月 7日㈫～ 3月 17日㈫（第１･３火　全 20回）
午前 10時 30分～正午　定員 40人

５月 10日㈮～ 10月 11日㈮（第２･４金　全 10回）
午前 10時 30分～正午　定員 25人

受講料･材料費等

800 円
（教材費込）

7,100 円
（材料費含）

2,000 円
（材料費含）

1,000 円

1,000 円

1,500 円

500円

1,500 円

1,000 円

1,500 円

内　　　容
初心者を対象に、毛筆またはペン習字のどちらかを選
んで学ぶことができます。

【注意事項】　▷都合により日程・回数などが変更になる場合があります。　▷受講料は返金できません。　▷講座にかかる道具・消耗品は各自でご用意ください。
　　　　　　▷申込締切後、定員に満たない場合は定員に達するまで申し込みを受け付けます。

大きな声で吟ずることにより腹式呼吸を会得し、心身
の活性化を図り、名詩を味わい歴史・故事を学びます。

リズムに合わせて心地よく体を動かすことにより、健
康の増進を図ります。

初心者の男性を対象に料理の基礎となる「さ・し・す・せ・
そ」から学び、健全な食生活をサポートします。

簡単にできる和菓子や洋菓子づくり挑戦してみません
か。

身近な道具などを使って、はがきや色紙などにきれい
な絵を一緒に描きませんか。

音楽を聴いて自然に体が動いたり、心を揺り動かされ
たりといった、心や体に影響を与える音楽の特性を利
用して、心身を健康にする音楽療法を体験します。

いすに座りながらできるチェアーストレッチなどを取
り入れながらストレッチ体操を行い、心身ともにリフ
レッシュを図ります。

上半身、下半身、体幹の筋力トレーニングをレクリエー
ションを交え、家でもできるトレーニングを行います。
美しい日本の歌（童謡など）を中心に、みんなで楽し
く歌います。楽譜は読めなくてもＯＫ。

自分自身の力で体のゆがみを整えて自然治癒エネル
ギーを引き出す体操を行ないます。

2,594 円
（テキスト代含）

■ 総合福祉センターの講座
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期間　4月 10日㈬～16日㈫（最終日
は、閉店時間よりも早く終了します）
場所　髙島屋泉北店 2階わくわくス
テージ（堺市南区茶山台 1－ 3－ 1　
☎ 072・293・1101）※泉北高速鉄
道　泉ヶ丘駅から徒歩約 3分
織編館が出張します！
　繊維産業の歴史を紹介するパネル展
示や真田紐の手織り体験を行いますの
で、ぜひお越しください。
【出張！織編館「いずみおおつ織物の歴
史」】
時間　午前10時～午後7時30分（最
終日は午後 5時まで）
【手織り体験　高機での「真田紐」作
製】（各回約 40分）
日時　4月 12日㈮、13日㈯、14日
㈰　各日とも午前 10時 30分、11時
30分、午後 1時 30分、２時 30分、
３時 30分
定員　各回先着 2人（要事前予約）
材料費　300円
講師　織編館手織りの会
申込　4月10日㈬午前10時から3階
婦人服売り場（☎ 072・293・1101）
へ電話
ニット、毛布などの産直販売
　本市の地場産品である、さまざまな
バリエーションの毛布や、ニットなど
の高品質な繊維製品の産直販売を行い
ます。
時間　午前10時～午後7時30分（最
終日は午後 5時終了）
おづみんが一日店長に！
　4 月 13日㈯は、おづみんが泉北タ
カシマヤ一日店長を務めます＠ ^^＠
おづみん店長と記念撮影もできるの
で、みんな遊びに来てね♪多くの人が
来てくれると嬉しいな！
　おづみんは、午前11時～
午後 4時の間で随時登場。

隊員や戦車の行進、各種体験も！
日時　４月 21㈰　午前 8時 40分～
午後３時
場所　陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉
市伯太町官有地）
内容　観閲式、訓練展示、装備品展示、
修史館（歴史資料館）、体験試乗、音
楽・太鼓演奏、子ども広場など
その他　▷荒天（暴風雨）の場合は、
一部行事を中止または変更　▷一般来
場者駐車場なし
問合　陸上自衛隊信太山駐屯地広報
室（☎ 41・0090）

　障がい者団体やボランティア団体な
どで組織する泉大津市ふれあいキャン
ペーン実行委員会では、市内の各障が
い者施設や関係するボランティア団体
の協力により、障がいのある人もない
人も、一緒に楽しめる交流イベント「ふ
れあいフェスタ」を開催します。
お気軽にご来場ください。（小雨決行）
日時　４月 28日㈰　午前 10時～午
後２時
場所　ひまわり広場（市民会館跡地南
隣）
内容　各種団体による模擬店、バ
ザーや、泉大津市出身のロックバンド
「CRUSH」によるライブ、東陽中学校
吹奏楽部による演奏
問合　障がい福祉課（市役所１階 10
番窓口）

　中学校、高校の吹奏楽部と市吹奏楽
団が一堂に会し総勢 100 人近い人数
での合同演奏を行います。
日時　4月 29 日㈷　午後 1時 30 分
開演
場所　テクスピア大阪
出演団体　誠風・東陽・小津中学校吹
奏楽部、泉大津高校吹奏楽部、佐野高
校吹奏楽部、泉大津市吹奏楽団
問合　生涯学習課（市役所 3階）

日時　5月 5日㈷　午前 10時～午後
２時 40分 ( 小雨決行 )
場所　池上曽根弥生学習館および弥生
学習館体験の広場
内容　ステージでは子どもたちの歌と
おどり、ブラスバンドの演奏などが開
催されます！ステージ終了後にはお楽
しみ抽選会もあります。
　体験の広場では和歌山県日高川町の
物産市やフリーマーケット、模擬店、
子ども向けの発掘体験ブースなどさま
ざまな催しを行います！
　おづみんも会場にやってきてみんな
と体操をしたり、体験広場をお散歩し
たり。楽しいことが満載です。
ぜひ、ご来場ください。
問合　池上曽根弥生学習館

参加申し込みは 5/15 ㈬までに
　ごみゼロの日に合わせ「自分たちの
街をきれいに！」をスローガンに、今
年も市内の一斉清掃を行います。参加
いただく市民、団体には、市からごみ
袋、土砂回収用の土のう袋を 10枚程
度と実施要領を配布します。事前に申
込書をご提出ください。一人でも多く
の皆さんのご参加をお願いします。ま
た、ごみ拾いアプリPIRIKAを使ってご
み拾いの様子を投稿していただくと、
拾われた最終ごみ量を書面で報告しま
す。
日時　6月2日㈰　午前8時～2時間
程度（雨天時は6月 9日㈰に順延。小
雨決行）
清掃場所　私有地以外の公共の場所お
よび側溝。なお、ほうきなどの清掃用
具は各団体でご用意ください。
申込・問合　5月 15日㈬までに環境
課（市役所２階21番窓口）へ

4/28
㈰ 

「ふれあいフェスタ」
の開催について

4/29
㈷ 

中高・市吹奏楽団
ファミリーコンサート

6/2
㈰ 

「ごみゼロ大作戦」
実施します

4/10
～ 16

泉北タカシマヤで
泉大津フェア開催！

5/5
㈷

弥生学習館
ふれあいまつり2019

4/21
㈰ 

信太山駐屯地
創立62周年記念行事

情報

Ivent  Information ■
あ
す
と
び
っ
！
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
+
ロ
ボ
団
　
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン″
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ

ウ
〞を
目
指
そ
う
！

日
時
　
４
月
27
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
新
１
年
生
〜
新
３
年
生
（
保

護
者
と
ペ
ア
で
参
加
）

定
員
　
10
組

参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
お
持
ち
帰
り
）

講
師
　
高
島
直
子
氏

②「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

日
時
　
５
月
５
日
㈷
　
午
前
11
時
〜

正
午

定
員
　
30
人

司
会
　
安
藤
裕
恵
氏

■
「
即
位
の
礼
記
念
・
助
松
地
蔵
堂

改
修
記
念
〜
泉
大
津
の
昭
和
・
平
成

〜
」

二
田
・
松
之
浜
ま
ち
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
関
連
企
画

　
二
田
の
ま
ち
な
み
写
真
展
示
と
松

之
浜
・
助
松
周
辺
の
昭
和
・
平
成
の

歴
史
を
訪
ね
る

展
示
日
時
　
４
月
12
日
㈮
〜
24
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

「
併
設
講
座
・
泉
大
津
の
昭
和
・
平
成
」

日
時
　
４
月
13
日
㈯
　 

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師
　
村
田
文
幸
（
泉
大
津
市
文
化

財
専
門
官
）

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
松
之
浜
・
助
松
周
辺
の
文
化
財
を

巡
り
ま
す
。

日
時
　
４
月
13
日
㈯
　
午
後
１
時
〜

案
内
　
西
田
嘉
次
氏
（
泉
大
津
市
文

化
財
保
護
委
員
）

定
員
　
講
座
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
も

50
人
　
要
事
前
申
込

■
シ
ン
プ
ル
ス
マ
ホ
3
体
験
教
室

　
購
入
前
に
楽
し
く
わ
か
る
初
心
者

の
た
め
の
体
験
講
座

日
時
　
４
月
16
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

正
午
　

定
員
　
先
着
20
人（
要
事
前
申
込
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（
全
1
回
　
シ

ン
プ
ル
ス
マ
ホ
貸
出
）

講
師
　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■
岸
良
充
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
〜

Fem
m

es de Paris

〜

　
時
が
経
っ
て
も
色
あ
せ
な
い
パ
リ

の
風
景
を
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
の
せ
て

日
時
　
４
月
21
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演（
午
後
１
時
30
分
開
場
）　

定
員
　
先
着
１
４
０
人
（
要
事
前
申

込
）

入
場
料
　
前
売
り
５
０
０
円
（
当
日

７
０
０
円
）

出
演
　
岸
良
　
充
氏
（
ヴ
ォ
ー
カ

ル
）、
石
田
美
智
代
氏
（
ピ
ア
ノ
）、

綛
田
陽
啓
氏（
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
）

■
ひ
ふ
み
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
女
性
書
道
家
三
人
が
織
り
成
す

「
書
」と「
絵
」の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

日
時
　
４
月
28
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演（
午
後
１
時
30
分
開
場
）　

定
員
　
先
着
１
４
０
人
（
要
事
前
申

込
）

参
加
費
　
大
人
前
売
１
０
０
０
円

（
当
日
１
２
０
０
円
）、
中
高
生
前
売

５
０
０
円
（
当
日
６
０
０
円
）、
小
学

生
以
下
無
料（
要
事
前
予
約
）

出
演
　
ひ
ふ
み
（
信
貴
黎
香
氏
、
純

子
堂
氏
、
松
尾
泉
庭
氏
）

申
込
　
あ
す
と
ホ
ー
ル
に
て
チ
ケ
ッ

ト
発
売
中

■
第
3
回
　
お
づ
っ
こ
寄
席

　
落
語
初
体
験
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

落
語
好
き
も
楽
し
め
る
寄
席
で
す
。

日
時
　
５
月
４
日
㈯
㈷
　
午
後
２
時

開
演（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

出
演
　
笑
福
亭
鶴
笑
氏
、
つ
る
き
ち

君入
場
料
　
前
日
ま
で
の
予
約
大
人

１
０
０
０
円
（
当
日
１
２
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料
、
１
部
は
未
就

学
児
入
場
可
。２
部
は
不
可
。保
育
有

（
要
申
込
）

申
込
　
あ
す
と
ホ
ー
ル
に
て
チ
ケ
ッ

ト
発
売
中

■
あ
す
と
絵
本
読
み
語
り
会

日
時
　
４
月
28
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

出
演
　
絵
本
の
会〝
し
ぃ
ず
ん
ず
〞

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集

中
！

　
各
講
座
１
回
の
み
無
料
体
験
で

き
ま
す（
見
学
の
み
の
講
座
も
有
）電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。入
会
金
無

料
！
受
講
料
３
か
月
前
納
制
。

▽「
Ｋ
Ｉ
Ｄ‘
Ｓ
ダ
ン
ス
」「D

AN
CE 

W
O

RKS

」

　
無
料
体
験
会
　
４
月
14
日
㈰
　
午

後
２
時
〜
３
時
30
分

「
Ｋ
Ｉ
Ｄ‘
Ｓ
ダ
ン
ス
」

　
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
４
時
45

分
〜
６
時

対
象
　
３
歳
（
１
人
で
受
講
で
き
る

お
子
さ
ん
）
〜
小
学
生

「D
AN

CE W
O

RKS

」

　Free Style

の
ダ
ン
ス
で
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

対
象
　
中
学
生
以
上

【
共
通
事
項
】

受
講
料
　
１
万
６
８
４
８
円（
12
回
）

講
師
　
上
野
由
佳
子
ユ
ー
ズ
、
Ｎ
主

宰
　
森
岡
杏
菜
専
属
講
師

■
春
の
新
講
座
受
講
生
募
集
中
！

＜

使
え
る
大
人
の
英
会
話>

　
優
し
い
、
簡
単
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
？

講
座
日
　
第
２・
３・
４
金
曜
日
　
午

後
３
時
〜
４
時
30
分

受
講
料
　
１
万
９
４
４
０
円
（
９
回

分
）

講
師
　
マ
ー
ク
（
優
し
い
英
会
話
教

室
主
宰
）

<
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室>

　
色
あ
ざ
や
か
な
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

講
座
日
　
４
月
19
日
㈮
、
５
月
31
日

㈮
、
６
月
21
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

受
講
料
　
４
８
６
０
円（
３
回
分
）ス

タ
ー
タ
ー
セ
ッ
ト
約
４
０
０
０
円

講
師
　
古
城
い
ず
み
　
モ
ニ
ー
ク
・

キ
ャ
ノ
ン
ア
ー
ト
協
会（M

CA

）認
定

講
師

■
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
「
弥
生

の
米
つ
き
体
験
」

日
時
　
４
月
20
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

対
象
　
こ
ど
も
、
一
般
市
民

場
所
　
弥
生
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル

費
用
　
入
館
料
（
一
般
４
３
０
円
／

65
歳
以
上
・
高
大
生
３
３
０
円
　
ま

い
ど
子
で
も
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
無
料
）

問
合
　
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・

２
１
６
２
）

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
８
８
）

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
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★いずみおおつのキラリ

NEW FACE!! 泉大津在住のかわい
い子どものスナップ

このコーナーでは、泉大津市のキラリと輝く
人財やさまざまな活動を紹介します。

　ドローンを動かすプログラムは、旭小の情報教育担当教員の指導のもと子どもたちが、
実際に試行錯誤しながら組み上げました。ゴール地点までの距離や通過するフープの高さ
も、メジャーを使って子どもたちが実測。南海本線高架下のドローン・スクールの校長、
教育向けのドローン・プログラミング学習の企業の社員、市教育委員会事務局の人も協力
しました。「子どもたちにプログラミングの楽しさを味わわせたい」、「本市のプログラミ
ング教育を充実させたい」、「放課後の仲よし学級の子どもたちに楽しいイベントができな
いか」など、さまざまな願いが結実しました。

　３月６日午後の旭小学校体育館。台の上に垂直に立てられたフープを、誰
にも操縦されていない小型のドローンがくぐり抜け、みごとに地面のゴール
地点に着地。放課後の学童教室「仲よし学級」４・５年生の興奮が入り混じっ
た歓声。「おーっ」という声とともに大きな拍手を送るのは、周りを取り囲む
旭小や市内の情報教育担当の先生たち、市役所の職員たち。これは、新学習
指導要領に示された「プログラミング学習」の実施に向けて行われた、iPad
とドローンによる事前のデモ授業。

旭小・仲よし学級「ドローンを使ってプログラミング学習」★

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前
のお子さんの写真を募集していま
す。お子さんの写真と住所・名前
( ふりがな )・生年月日・電話番号・
保護者のひとことを添え、郵送

（〒595－8686）またはＥメール
（kouhou@city.izumiotsu.osak
a.jp）で秘書広報課まで。

元気でーす！

おおつっこ

キラリと輝く新しいチャレンジ

　デモ授業の合言葉は、「子どもたちが困っても、スタッフは教えない」。トライ＆エラーを
繰り返してこそ、子どもたちに「論理的思考力」が身につくからです。
　授業を見た教員からは「今度は自分のクラスでやってみたい」、「プログラミング学習のイ
メージをしっかりと持つことができた」など、ドローンによるプログラミング学習への高い
関心が伺われました。子どもにとっても、大人にとっても、今回のイベントが泉大津市のプ
ログラミング教育の大きな一歩となったことは間違いありません。

保
護
者
の

ひ
と
こ
と

平成 30 年 9 月生

                  おかざき ゆいと
岡先 結音ちゃん

毎日の癒やしです☆
元気にすくすく育ってね♪
　　　　　　　　　  （東助松町）

期間：4月 30日まで

公式インスタキャンペーン
　　　　　　テーマ：春

泉大津の春を感じる写真を投稿しよう！
「＃バッチグー泉大津」に加え、「＃おお
つの春」をつけて投稿してね！

Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
市
役
所
業
務

２
０
１
９
年
度
施
政
方
針

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
絵
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」＆
年
間
予
定

市
文
化
祭
の
参
加
・
企
画
グ
ル
ー
プ
募
集
／

広
報
モ
ニ
タ
ー
・
市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市
税
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
カ
ー

ド
決
済
開
始
／
府
営
住
宅
入
居
者
募
集
な
ど

５
月
か
ら
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

／
市
民
活
動
の
輪

「
が
ん
ば
る
」
団
体
の
事
業
に
補
助
金

図
書
館
だ
よ
り

地
域
環
境
基
金
活
用
事
業
を
紹
介
／
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

南
・
北
公
民
館
講
座
・
ク
ラ
ブ

コ
ラ
ム
ス
タ
ン
ド
／
市
長
の
う
ご
き

エ
ン
ジ
ョ
イ
！ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
!!

消
費
生
活
相
談
室

健
康
の
ペ
ー
ジ

（
中
央
綴
じ
込
み
）
２
０
１
９
年
度
保
健
行

事
予
定
表
／
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
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助
成

／
健
康
ア
ッ
プ
大
作
戦
／
市
立
病
院
か
ら

の
お
知
ら
せ ※

取
り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
お
つ
物
語
／
文
化
財
へ
の
い
ざ
な
い

子
育
て
応
援
ひ
ろ
ば

情
報
か
わ
ら
版

い
ず
み
お
お
つ
の
キ
ラ
リ
★
／
元
気

で
ー
す
！
お
お
つ
っ
こ
／
イ
ン
ス
タ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
お
知
ら
せ

ま
ち
の
話
題

今月号の
もくじ
H31.4 月号

2367　　　  　8 9 11　　　　　　101214171819 202122 26        　　　　　      39　　　 40

★

▽
４
月
か
ら
環
境
が
変
わ

り
、
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
春
ら

し
い
心
地
よ
い
暖
か
さ
の
中
、
気
持

ち
を
シ
ャ
キ
ッ
と
正
し
て
、
ド
キ
ド

キ
・
ワ
ク
ワ
ク
な
新
生
活
を
ぜ
ひ
楽

し
ん
で
、頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
（
森
）

▽
昨
年
度
広
報
紙
の
素
敵
な
写
真
を

い
っ
ぱ
い
撮
影
し
て
く
れ
た
市
民
レ

ポ
ー
タ
ー
を
今
年
も
募
集
し
ま
す
！

（
７
ペ
ー
ジ
）
写
真
が
好
き
な
人
、

市
の
魅
力
を
伝
え
た
い
人
、
大
大
大

集
合
〜
★
一
緒
に
泉
大
津
の
素
敵
な

と
こ
ろ
を
発
信
し
ま
し
ょ
う
！（
萬
）

▽
今
年
度
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

と
っ
て
も
豪
華
で
す
。
人
間
国
宝
か

ら
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
ま
で
。
最

後
に
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
人
気
沸
騰

中
の
夏
井
先
生
。「
才
能
ア
リ
」
っ

て
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
俳
句
を
勉
強
し
よ
う
っ
と
！（
大
）

編集後記
ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●介護保険料 ( 普通徴収 )………４月分

市で行っている市民相談一覧（無料）市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電

話で予約受付。相談時間は午後１時からでひとり30分
間。先着8人まで。時間の指定はできません。

一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
就労相談【要予約】　☎23・8689
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権くらしの相談課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日
の年末年始を除く）午前 8 時 45 分～午後 5 時 15 分まで行っています。

（日曜開庁は午前 9 時～午後 5 時）

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先

●市役所 ☎33･1131　FAX21･0412
●消防本部 ☎21･0119　FAX33･0531
●市立病院 ☎32･5622　FAX32･8056
●市民活動支援センター（おづぷらざ）
　　　　　　　　　　　　☎24･9016　FAX24･9017
●にんじんサロン ☎21･6555　FAX21･6555
●総合福祉センター ☎23･1390　FAX23･1394
●高齢者保健・福祉支援センター ( ベルセンター )
 ☎21･0294　FAX21･8294
●教育支援センター ☎31･4460　FAX33･7353
●図書館 ☎32･0562　FAX31･0377
●織編館 ☎31･4455　FAX31･4457
●池上曽根弥生学習館 ☎20･1841　FAX20･1866
●勤労青少年ホーム ☎32･6432　FAX32･6432
●南公民館 ☎33･1764　FAX33･1300
●北公民館 ☎23･0505　FAX23･0566
●総合体育館 ☎33･1200　FAX33･1202
●保健センター ☎33･8181　FAX33･4543
●地域子育て支援センター  　 ☎・FAX　23・0012

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

可燃ごみ
収集曜日

ペットボトル・
容器包装プラスチック

カン･ビン・
せとものなど 古紙類

8 日㈬、22 日㈬

8 日㈬、22 日㈬

14 日㈫、28 日㈫

5月の資源ごみ収集日

ごみ減量に向けたスローガン

　1 人あたりの一日の可燃ごみ量
 Ｈ31.2　363g　 目標 372.4g

平成 31 年 2 月分
　　可燃ごみ量 　　　760 ㌧

目標を 9.4g 上回りました

毎週金曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

1 日㈬、15 日㈬、29 日㈬

1 日㈬、15 日㈬、29 日㈬

7 日㈫、21 日㈫

「混ぜればごみ、分ければ資源」

　粗大ごみの収集 ( 有料制 ) をご希望の人は、粗大ごみ電話申込
センターへ電話もしくはインターネットでお申し込みください。
☎0800･123･5300 ( 通話料無料 )・☎0725･23･8522 ( 携帯 )
FAX 0800･500･5300 ( 主に聴覚障がい者などが対象 )
URL https://s-kantan.com/sodai-izumiotsu-u/

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

紙コップや割り箸など
は使わず、マイカップ・
マイ箸を使うようにし
ましょう。

泉大津市の市外局番は 0725 です。

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れな
かった場合、電話で聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）




